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	篇
	章
	回
	頁
	年代
	名前
	肩書・死亡・年令等(章・回/頁)

	鳳丹篇
	1. 李校理流配
	1

2
	9

10

13
	1504
	李長坤

(李希剛)

(金大乾)

鄭希良

(鄭虛菴)

(李千年)

吳順亨

(吳主簿)

燕山主
	* 弘文館 校理

29歲

← (4章 5/59)
同副承旨

← (8章 3/156)
成均館 大司成

← (8章 15/190)

禮曹參判

← (9章 13/247)

吏曹判書

← (皮匠篇 1章 1/7)

兵曹判書 兼 判義禁府事

← (皮匠篇 2章 4/32)

趙光祖らを取り調べる禁府堂上

← (皮匠篇 3章 9/66)

70歲で死亡
← (兩班篇 6章 25/255)

甲午生まれ、31歲

← (義兄弟篇 1部 1章 2/51)
* 翰林

前 藝文館 奉敎

妙香山三聖臺近くの庵子の道僧

← (8章 9/173)

名は李千年で己丑生まれ、1507年当時39歲

← (8章 11/177)

己亥年(1539年) 死
← (皮匠篇 8章 1/285)


	
	2. 王の無道
	1

2
	16

17

20
	1504
	嚴貴人

정貴人

愼氏

仁粹大妃

安陽君

鳳安君

金處善

韓致奉

朴宣傳

金삭불
	* 死

* 死
* 燕山主の王妃

* 成宗大王の母

← (兩班篇 6章 1/187)
* 死

* 死

* 內侍

知事

1504年 死

← (1/19)
* 南小門内の賊党の首魁
1506年 死

← (8章 8/170)

* 李長坤の乳母の息子

	
	3. 李校理逃亡
	4

7
	36

45
	1504
	임사홍

장줄
楊鳳丹
	* 通引
* 楊周三のひとり娘
18歲

← (4章 4/56)

淑夫人

← (8章 3/156)

貞夫人

← (9章 13/247)

1550年 死
← (兩班篇 6章 6/201)

	
	4. 李校理の安身
	1

3

4
	48

53

56
	1504
	楊周三

楊周三の妻

楊周八

林돌

高原댁
	* 咸興 柳白丁

← (2/49) 이 구석 저 구석에 버들 일거리가 늘어놓였다. 다 만든 노코리 동고리도 있고 날개를 꾸미지 아니한 키바탕도 있다.

1519年 死

← (皮匠篇 4章 5/104)

* 1519年 死

← (皮匠篇 4章 5/104)
* 楊周三の弟

皮匠

← (8章 17/197)

甁亥大師

← (皮匠篇8章 2/286)

1555年当時80代の老人

← (兩班篇 6章 23/248)

甲午生まれ、李長坤と同い年
← (義兄弟篇 1部 1章 2/51)
1558年 84歲

← (義兄弟篇 2部 6章 3/384)

1559年 85歲

← (義兄弟篇 2部 8章 1/97)

85歲で死す。

← (義兄弟篇 3部 8章 4/237)

1560年の4､5年前に死亡。
← (火賊篇 3部 4章 2/57)
* 楊周三の妻の甥

1508年当時25歲

← (9章 1/211)

死

← (義兄弟篇 3部 8章 1/98)

* 林돌の父

1504年 死

← (7章 1/112)

	
	5. 怠け者
	2

3
	76

80
	1504
	高原宅の妻

都執綱
	* 死

	
	6. 追い出し
	2

5
	97

106
	1504
	楊周八の妻

崔潤德
	* 周八より7歳年上

1504年 死

← (7章 1/112)
* 政丞

	
	7. 反正
	4

5
	123

124

127
	1506
	晋城大君

權達手

朴誾

李荇

張順孫
	* 中宗

* 校理

* 修撰

* 應敎

* 校理

← (8章 3/154)
* 判書

← (皮匠篇 2章 4/32)

* 領議政

← (皮匠篇 5章 10/139)

	
	8. 上京
	2

8

9

11

15

19
	152

171

173

178

192

204
	1506

1507

1508
	柳洵

金壽童

成希顔

朴元宗

愼氏

愼守勤

燕山主 夫人
李咸童

金倫

水月堂 노장중

楊周八の妾

皮선

皮애기
	* 時任 領議政

* 時任 右議政

* 前 吏曹參判

* 晋城大君の夫人(中宗の最初の王妃)

* 愼氏の父

死

* 李長坤の長男

* 庶子 出身

18歲

1539年当時50歲

← (7章 14/259)
* 1538年 死
← (火賊篇 3部 4章 2/57)
* 韓致奉の元妾

死

← (皮匠篇 6章 9/167)
* 楊州 白丁

死

← (皮匠篇 6章 2/145)

* 皮선の娘

18歲

← (9章 1/209)

死

← (皮匠篇 6章 2/145)

	
	9. 二つの家
	2

12
	214

244

245
	1508

1509
	皮선の妻

楊金童

林이쁜

(林섭섭)
	* 死

← (皮匠篇 6章 2/145)
* 楊周八の息子
1549年頃 死

← (兩班篇 6章 26/263)
* 林돌の長女

あだ名が섭섭

← (皮匠篇 6章 4/153)

1555年当時46歲

← (義兄弟篇 1部 1章 1/28)

	皮匠篇
	1. 交遊
	1

2

3

4
	6

7

10

11

12
14
	1517

1519
	趙光祖

(趙靜庵)

(趙孝直)

金湜

(金老泉)

(金沙西)

崔壽성

(崔猿亭)

金德純

(金仲一)

金德秀

(金景直)

朴連中
李氏
	* 副提學

← (1/7)
司憲府 大司憲

← (1/7)

1519年 死

← (3章 14/82)

壬寅(1482年)生まれ、金湜と同い年

← (兩班篇 6章 25/254)

* 成均館 大司成

1920年 死

← (3章 16/87)

1482年生まれ

← (兩班篇 6章 25/254)
* 死

← (5章 6/129)
* 金湜の次男

17､8歲

楊鳳丹の弟の楊을쇠を名乗る。
← (4章 5/104)

癸亥(1503年)生まれ、1555年当時53歲

← (兩班篇 6章 25/254)
* 金湜の長男

* 金德順の妻乳母の息子

雲達山火賊頭目

← (6章 20/202)

金德純より2歳年上
← (兩班篇 7章 8/318)

1560年、69歲

← (火賊篇 3部 5章 1/147)
* 金德純の妻

19歲

1920年 死

← (4章 2/93)

	
	2. 術客
	1

2
	25

26
27

28
	1519
	敬嬪 朴氏

熙嬪 洪氏

申景光
金宗直

(金佔畢齋)

申用漑

(申漑之)

安瑭

鄭光弼

金淨

金絿

(金大柔)

尹自任

(尹仲耕)

朴世熹

朴薰
	* 中宗の長男福城君、長女惠順翁主、惠靜翁主の母
← (5章 7/131)

(注：翁主は後宮の生んだ娘。王妃が生んだ娘は公主｡)
死

← (5章 8/135)
* 前 承文院 判事
* 左議政

1519年 死

← (3章 4/52)
* 右議政

左議政

← (3章 14/81)
死

← (5章 6/129)
* 領議政

* 刑曹判書

死

← (5章 6/129)
* 副提學

死

← (5章 6/129)
* 右承旨

死

← (5章 6/129)
* 左副承旨

死

← (5章 6/129)

* 同副承旨

死

← (5章 6/129)

	
	
	3

4
	29

32
	
	奇遵
趙元紀
(趙理之)

南袞
	* 藝文館 應敎

死

← (5章 6/129)
* 全羅監司
← (兩班篇 1章 4/15)
* 禮曹判書

領議政の時、死

← (5章 9/138)

	
	3. 士禍
	1

3

9

10

11

12
	43

44

48

49

51

66

67

68

69

71

75
	1519
	嵩善副正

巴城君

沈貞

(沈貞之)

(花川君)

洪景舟

(南陽君)

趙定

趙容

金德懋

金銓

洪淑

申命仁

黃季沃

李鶴年

巴陵君

成雲

朱同
	* 金德純の外舅
* 君称号を奪われる。
← (4/52)
右議政につづいて左議政に昇任
← (5章 10/138)
死

← (5章 10/139)
* 熙嬪 洪氏の父

君称号を奪われる。
← (4/52)
* 趙光祖の長男

1519年当時5歲

* 趙光祖の次男

死

← (7章 11/252)
* 金湜の三男

1535年当時20余歲

← (7章 11/250)
* 趙光祖らを取り調べる委官

右議政

← (14/81)
* 趙光祖らを取り調べる二品の官吏

* 儒生

金湜の弟子

← (16/88)
* 儒生

* 玉堂 下人

宗親の庶子

1521年 死
← (5章 6/129)
* 假承旨

* 金湜の下人

	
	
	14

15

16
	82

83

86

87

88
	
	于音山

李信

李中

李庸

河挺

吳希顔

李氏
	* 金德秀の妻の実家の下人

* 金湜の弟子

死

← (4章 1/89)
* 金湜の弟子

* 李中の異母弟
* 漆原 縣監

* 金湜の弟子

* 金湜の妻

1479年生まれ、1555年当時77歲

← (兩班篇 6章 25/254)

	
	4. あとのこと
	2

6

7
	93

106

110
	1520
	連中の母

李長坤の長女

李長坤の次男

沈義

(沈義之)
	* 金德純の妻の乳母
死

← (7章 11/251)
* 8歲

* 4歲

* 沈貞の弟

1545年 死

← (兩班篇 1章 6/22)

	
	5. 兄弟
	2

3

4

6

7


	116

120

121

122

128

130

131


	1520

1521
	상길

李滉

(李景浩)
徐敬德

(徐花潭)

(徐可久)

徐馨德

徐崇德

黃眞伊

安瑭の庶母

감정

宋작은쇠

宋祀連

安瑭の長男

王妃 尹氏

淑儀 尹氏

孝惠公主

福城君

惠順翁主

惠靜翁主

昌嬪 安氏
	* 沈貞が沈義に与えた下人

* 校理

← (兩班篇 1章 1/5)
典翰

← (兩班篇 2章 12/73)
* 處士

1546年 死

← (兩班篇 5章 13/178)
* 徐敬德の弟

* 徐敬德の弟

* 松都妓生

* 安瑭の庶母の連れ子(女)
* 감정の夫

* 감정の息子

* 死

← (6/129)
* 中宗の三番目の王妃文定王后

坡山府院君 尹之任の娘

1544年当時およそ40歲

← (兩班篇 1章 2/8)
* 中宗の二番目の王妃章敬王后

坡原府院君 尹汝弼の娘

孝惠公主と仁宗大王の母

死

* 章敬王后が生んだ公主

* 中宗の長男

死

← (8/135)
* 中宗の長女

* 敬嬪の生んだ娘

* 中宗の後宮

	
	
	8

9
	132

133

134

135

135
	1524

1527
	仁宗

金安老

延城尉 金禧

世子嬪 朴氏

尹汝弼

唐川尉 洪礪

光川尉 金仁慶

尹元老

尹元衡

(尹彦平)

(瑞原府院君)
	* 世子
乙亥(1515年)生まれ
← (8/133)

死

← (兩班篇 1章 9/32)

* 左議政

← (7章 4/229)

死

← (7章 10/249)
* 孝惠公主の夫

金安老の息子

* 11歲

* 坡原府院君

* 惠靜翁主の夫

死

← (8/135)
* 惠順翁主の夫

* 文定王后の兄

軍器寺 僉正

← (兩班篇 2章 1/40)
敦寧都正

← (兩班篇 5章 1/142)

1547年 死

← (兩班篇 5章 2/148)
* 尹元老の弟

禮曹參議

← (兩班篇 2章 3/44)

參判

← (兩班篇 2章 8/60)

兼 吏曹判書

← (兩班篇 5章 10/169)

1551年、右議政になる。

← (兩班篇 5章 15/184)

領中樞府事

← (義兄弟篇 2部 6章 2/365)

	
	
	9

10
	137

138

139
	1527

1531
	南袞の兄
許沆

蔡無澤

沈思順
	* にせ靑盲

(注：靑盲とは目はあいているが物は見えない人)
* 金安老・蔡無澤とともに三凶と呼ばれる。
參判

死

← (7章 10/249)
* 死

← (7章 10/249)
* 沈貞の息子

死

	
	6. 弟子
	1
	142

143
	1522
	朴遺腹の母

朴遺腹の父
朴遺腹

李鳳學
	* 黃海道康翎の農夫の妻

1535年 死

← (兩班篇 7章 6/312)
* 農夫
死
* 1530年頃当時10余歳
← (2/145)
靑石洞に住みつく。

← (義兄弟篇 1部 1章 4/166)

靑石洞｢竹の枝の盗賊｣になる。
← (義兄弟篇 1部 2章 1/186)

壬午(1522年)生まれ、37歲

← (義兄弟篇 3部 8章 5/284)
靑石洞派 右軍の正頭領
← (火賊篇 2部 3章 2/328)
* 李鶴年の息子

1530年頃当時10余歳
← (2/145)
濟州旌義縣監
← (義兄弟篇 2部 5章 214)

隊正

← (義兄弟篇 2部 5章 215)

工房裨將

← (義兄弟篇 2部 6章 1/301)

中軍

← (義兄弟篇 2部 6章 2/335)

從六品 秉節校尉

← (義兄弟篇 2部 6章 2/349)

正六品 敦勇校尉 旌義縣監 兼 濟州鎭兵馬節制都尉
← (義兄弟篇 2部 6章 2/372)

大靜縣監 兼官
← (義兄弟篇 2部 6章 3/376)

義興中衛 五衛部將

← (義兄弟篇 2部 6章 3/380、義兄弟篇 2部 6章 3/396)

	
	
	2

4

15
	145

153

185
	1532

1534
	李鳳學の外祖母

林돌の妾

林놈

(林巨正)

林八朔童

老人
	軍器寺 直長
← (義兄弟篇 2部 6章 3/405)

臨津別將

← (義兄弟篇 2部 6章 3/407)
靑石洞派 頭領
← (義兄弟篇 3部 8章 3/167)
辛巳(1521年)生まれ、38歲

← (義兄弟篇 3部 8章 5/283)
靑石洞派 四山 總察頭領

← (火賊篇 1部 1章1/42)
靑石洞派 左軍の正頭領

← (火賊篇 2部 3章 2/328)

* 死

← (兩班篇 7章 7/314)

* 死

← (兩班篇 6章 27/261)

* 林돌の長男

姉の섭섭より10余歳下
あだ名が巨正
← (5/153)

1530年頃当時李鳳學と同い年

← (7/160)

靑石洞に住みつく。
← (義兄弟篇 3部 8章 2/132)

辛巳(1521年)生まれ、38歲

← (義兄弟篇 3部 8章 5/283)
靑石洞派の大將
← (火賊篇 1部 1章 1/10)
* 林돌の妾が生んだ次男

死

← (義兄弟篇 3部 8章 2/112)
* 黃兄の部下

← (20/200)

	
	
	21
	203
	
	富平府使
	雲達山火賊頭目を経て富平桂陽山賊窟頭目を経て酒幕老人として定着(65､6歲)

← (20/202)

1548年 死

← (兩班篇 7章 8/317)
* 都護府使で、鎭撫營將を兼ねる。

	
	7. 分散
	1

2

4

5

6
	220

221

222

229

230

231

234

235
	1535

1537
	玉壽

尹任

洪麟瑞

捕盜廳 部將の外叔

捕盜廳 部將

慶源大君

朴守敬

敬顯公主

洪麟瑞の妻

林畯

林亨秀

(林士遂)
林百齡

(崇善君)
	* 정議政の孫

* 刑曹判書

章敬王后の兄

← (2/225)
東宮の外叔
← (4/229)

死

← (兩班篇 2章 4/50)
* 花草の栽培者
* 中殿(文定王后)が生んだ王子

1545年、12歲で卽位して明宗となる。

← (兩班篇 1章 9/31)
* 掌苑署 使令

死

← (兩班篇 2章 9/63)
* 中殿(文定王后)が生んだ公主

* 尹任の下女出身

* 同知

* 林畯の息子

記事官

← (10/248)

修撰

← (兩班篇 1章 1/5)
弘文館 副提學につづいて濟州牧使

← (兩班篇 2章 14/77)

死

← (兩班篇 3章 3/88)
* 參判

← (6/236)

都承旨

← (10/248) 
柳希春の妻と六寸戚

← (兩班篇 1章 4/16)

	
	
	7
8

9

10
	236

237
240

245

248
	
	玉梅香

毛麟

宋希奎

(宋天章)

柳希春

(柳仁仲)
鄭希登

(鄭元龍)
尹安仁

梁淵
金安老の次男
	戶曹判書

← (兩班篇 2章 4/48)

吏曹判書

← (兩班篇 2章 14/78)

右贊成

← (兩班篇 4章 1/98)
1548年 死

← (兩班篇 4章 1/100)
* 平壤妓生出身

尹任の妾

1545年当時30歲に近い。
← (兩班篇 2章 7/58)

林百齡の妾

← (兩班篇 2章 8/59)

1548年 死

← (兩班篇 4章 1/101)
* 玉梅香の下女

* 司憲府 執義

← (兩班篇 2章 3/46)
* 成均館 直講

← (兩班篇 1章 4/16)

司諫院 正言

← (兩班篇 2章 3/47)
* 刑曹佐郞

持平

← (兩班篇 1章 1/5)
司憲府 掌令

← (兩班篇 2章 3/46)

死

← (兩班篇 2章 9/64)
* 中殿(文定王后)の近親

兵曹參判

* 時任 大司憲

	
	
	11

15
	249

263
	1539
	柳灌

權撥

李彦迪

柳仁淑

(柳原明)

금단
	* 左議政

← (兩班篇 2章 1/38)

死

← (兩班篇 2章 4/50)
* 右贊成

← (兩班篇 2章 4/49)
* 右贊成

← (兩班篇 2章 1/38)

左贊成

← (兩班篇 2章 4/49)
* 吏曹判書

← (兩班篇 2章 1/40)

死

← (兩班篇 2章 4/50)
* 14歲

	
	8. 出家
	2

3

12

15

17

19

20
	285

289

317

326

332

339

343
	1540

1542
	水月堂 노장중

おばさん

黃天王童

黃雲寵

普雨

(허야당;虛應堂?)

李之菡

(李馨仲)

(李土亭)

곰보

草笠童

僧

素服の婦人

成參判家の夫人

成參判家の息子

僧
	* 前 水月堂 노장중の上佐

초향の三從祖

← (火賊篇 3部 4章 2/54)
1502年当時21歲

* 甲山官婢出身

1548~1549年頃 死

← (兩班篇 6章 26/258)
* おばさんの息子

16歲
靑石洞に住みつく。
← (義兄弟篇 3部 8章 2/132)
乙酉(1525年)生まれ、34歲

← (義兄弟篇 3部 8章 5/284)

靑石洞派 各項 傳令担当
← (火賊篇 2部 3章 2/328)
* おばさんの娘

23歲
林巨正の妻になる。

← (皮匠篇 8章 9/310)
* 안변 黃龍寺→釋王寺→春川 淸平山 文殊寺の僧

← (兩班篇 6章 1/187)
1555年当時50余歳
← (兩班篇 6章 23/249)
* マクワウリ畑の主人

(注：곰보は顔にあばたのある人）
* 琵瑟山蓮花寺にいるごろつき僧

* 草笠童の母

* 素服の婦人の母

* 素服の婦人の兄弟

40余歲

* 竹山七長寺にいる僧

	兩班篇
	1. 国喪
	3

4

5
	12

15

17
	1544

1545
	鄭貴人

金麟厚

李建陽

仁順公主
	* 東宮の後宮

* 玉果縣監

前 侍講院 說書

死

← (11/37)
* 主簿

* 文定王后が生んだ公主

死

	
	2. 殺戮
	1
	38

39

40

41
	1545
	尹仁鏡

李浚慶

(李原吉)

宋麟壽

李芑
鄭順朋

許磁

(許南仲)
	* 領議政

* 工曹參判

李中悅の叔父

← (5/52)

李潤慶の弟

戶曹判書の時、道巡察使に命じられる。

← (7章 12/328)

議政府 右贊成 兼 兵曹判書

← (義兄弟篇 2部 6章 2/365)

政丞
← (義兄弟篇 2部 6章 3/401)

左議政
← (火賊篇 2部 3章 1/127)
* 都承旨

參判の時、死

← (3章 1/82)
* 兵曹判書
← (4/48)
領議政
70余歲

← (4章 14/136)
1551年 死

← (4章 14/138)
* 知中樞府事

← (4/48)
1548年、還暦を越えた年で左議政の時、死亡
← (4章 5/111)
* 工曹判書
← (4/48)
吏曹判書で典醫 提調を兼ねる。

← (4章 13/135)
1551年 死

← (4章 14/91)

	
	
	2
3

4

5
	41
44

44

46

47

47

50

51
	
	桂林君 瑠
鄭蘭貞

鳳城君

(公友)

閔齊仁

金光準

白仁傑

金저

朴光佑

金鸞祥

李彦忱

閔起文

林九齡

鄭현

李萬年

金明胤

桂林君の義弟

桂林君の妾
安世遇
	* 尹任の甥

← (5/50)

死

← (9/63)
* 尹元衡の妾

長興官婢の娘

← (5章 4/153)

正敬夫人

← (5章 6/157)
* 1547年 死

← (3章 1/82)
* 大司憲

左贊成

← (4章 14/137)
* 大司諫

* 司諫院 獻納

* 司憲府 持平

* 司憲府 司諫

死

← (9/64)
* 林百齡の弟

* 鄭順朋の次男

* 鄭順朋の婿

* 京畿監司

平安道觀察使

← (義兄弟篇 3部 7章 1/6)
判書

← (義兄弟篇 3部 8章 2/145)

	
	
	6

7

9

10
	51
52
54

58

64

65
	
	李德應
李문應

李煇

李中悅

李潤慶

女官 金氏・朴氏・吳氏

尹興義

鄭希登の母親

丁熿
	* 尹任の婿

前 注書

死

← (9/63)
* 李德應の弟

* 李德應の親友

修撰

死

← (9/63)
* 李煇の友達

吏曹正郞

* 李中悅の父

全州府尹

← (7章 12/328)

全羅道觀察使 兼 兵馬水軍節度使

← (義兄弟篇 2部 6章 1/300 & 2/333)

巡察使

← (義兄弟篇 2部 6章 2/333)

동지중추부사

← (義兄弟篇 2部 6章 2/370)
京畿監司

← (義兄弟篇 2部 6章 2/371)

漢城府右尹 兼 五衛都摠府副摠管

← (義兄弟篇 2部 6章 3/377)

咸鏡監司
← (義兄弟篇 2部 6章 3/406)
* 死

← (6/55)
* 尹任の次男

死

← (12/71)
* 兵曹正郞

	
	
	11
12

13
	70
71

76
	
	尹潔

鄭希登の妻
尹興仁

尹興禮

尹興忠

李瀣
	* 藝文館 檢閱

校理の時、死

← (3章 4/90)
* 尹任の長男

死

← (12/71)
* 尹任の三男

死

← (12/71)
* 尹任の四男

* 李滉の兄

前 大司憲

忠淸監司

1550年 死

← (3章 4/91)

	
	3. 匿名書
	1

2

4

5
	80

82

83

89

90

91

93
	1547

1548

1549

1550
	鄭彦慤

李若氷

陳復昌

安名世

綾原尉 具思顔

李洪胤

李洪男

元虎變

鄭惟吉

李若氷の三男

崔
李致

楊州牧使
	* 副提學

京畿監司

← (4章 15/141)
1551年 死

← (4章 15/141)
* 正郞職にあったとき死亡
* 司憲府 持平

大司憲

← (4章 14/138)
* 弘文博士

* 李若氷の次男

尹任の婿

* 李若氷の長男

* 李洪男の義弟
* 李洪男の同婿

* 維新縣監

死

← (5/92)

	
	4. 報復
	2

5

6

10

13

14
	101

102

103

109

112

124

134

138
	1548
	鄭렴

(鄭士潔)

朴貞元

鄭碏

甲
계놈
巫女

裵醫

閔齊英

李無疆
	* 鄭順朋の長男

前 抱川縣監

死

← (5章 13/179)
* 鄭順朋の聽지기

* 鄭順朋の三男

1545年当時13､4歲

* 柳仁淑から没収され、鄭順朋に下された下女

1545年当時14歲

1548年 死

← (12/133)
* 鄭順朋の床奴

(注：床奴は小間使いのこと）
甲と同い年

* 醫官

* 閔齊仁の弟

唐津縣監

* 司諫

	
	5. 権勢
	2

3

5

6

8

10
11
	147

148

150

154

156

157

158

162

164

168

169
172
	1547
1550
	尹春年

尹元亮

尹度孫

尹百源

尹度孫の妻

金氏

姜氏

鄭淡

林百齡の妻

아가년

두리손

高蜚

高致

金漑

金漑の息子
尹元衡の次知

趙靜庵の山지기

龍仁縣令
	* 尹元衡の從姪

兵曹佐郞

成均館 大司成

← (6章 2/189)

吏曹判書

← (6章 4/194)
* 尹元衡の兄

* 尹元衡の庶弟

死

← (4/151)
* 尹元老の息子

* 僧になる。

← (4/154)

* 尹元衡の妻

死

← (5/156)
* 金氏の実家の母

* 鄭蘭貞の実家の兄

官奴出身

* 鄭蘭貞が生んだ娘

* 尹元衡が外で生ませた息子

死

← (8/165)

* 忠州の金持ち

* 高蜚の長男

楊州顯陵

← (10/170)

* 忠州の金持ち
(注：次知は屋敷の使用人)

	
	
	12

13

14
15
	174

178

180

182

184
	1551
	曹植

(曹南溟)

南彦經

礪城尉 宋寅

尙震

沈連源

沈連源の孫娘
	* 判官

* 南致勤の甥

* 政丞

1551年、左議政になる。

← (15/184)

領議政

← (火賊篇 2部 3章 1/127)

* 領議政になる。
景福宮 重修都監 都提調

← (6章 18/234)

* 1545年、明宗の王妃になる。

	
	6. 普雨
	1

3

5

7

8

11

12

19
21

24
26
31
	187

193

197

202

203

205

213
215

217

236
243

252

258

262
274
	1551

1553
1555
	成宗大王

魯山君 夫人 宋氏

淸虛堂 休靜

(西山大師)

鄭萬鍾

松雲堂 惟政

(四溟堂)

成運

(成健叔)

成悌元

(成子敬)

王希傑

무응송

宋世珩

普雨のいとこ

普雨のいとこの妻
되살이

(원보)

瓦署別提

吳尙宮

仁城大君

睿宗大王

韓氏

宮人
指空尊者

普濟尊者

貞熹大妃

趙靜庵の妻

林白孫

楊애기
南師古
	* 端宗王妃

* 寧邊 妙香山 普賢寺の名僧

* 江原監司

* 淸虛堂の弟子

* 處士

* 縣監

* 咸鏡道 御史

* 桂林君の下人

* 判書

* 개똥の父

普雨の幼い時の友達

* 鄭萬鍾の親族

前 禮房裨將

* 韓氏が生んだ大君

* 睿宗大王の王妃

* 死

* 林巨正の息子

1541年生まれ

* 楊金童と林섭섭の娘

10歲

	
	
	33

34
	281

282

284
	
	金德純の昔の聽지기

용돌

李舜臣
	(注：聽지기は雑務担当の使用人)

* 惣菜屋の息子

* 11歲

← (35/288)

	
	7. 倭變
	1

2

7

11

12
14

16
18
	295

299

314

326

327

328

333

339
345
	1555
	許潭

太祖大王

李鳳學の妻

李鳳學の外叔夫婦
韓蘊

元績

李德堅

洪彦誠

崔潾

金贇

趙安國

李希孝

邊協

金澍

金景錫

南致勤

蘇達

李世佐

李守貞
裵돌석
	* 竹山 七長寺の僧

* 李鳳學の外祖母の養子夫婦
* 長興府使

死

← (12/327)
* 全羅道 兵使

死

← (12/327)
* 靈巖郡守

* 康津縣監

* 珍島郡守

* 全羅右道 水使

* 全羅左道 水使

* 光州牧使

* 海南縣監

長興府使

← (義兄弟篇 2部 6章 2/336)
* 全羅監司

* 左防禦使

* 濟州牧使として右防禦使

全羅兵使

← (義兄弟篇 2部 6章 2/334)

左邊 捕盜大將

← (火賊篇 1部 1章 4/145)

漢城判尹

← (火賊篇 4部 6章 24/73)
* 南致勤の先鋒將

* 李潤慶の祖父

* 李潤慶の父

* 金海 南驛 驛卒の息子

← (19/347)
投石隊 隊正
← (義兄弟篇 2部 5章1/206)

	
	
	
	
	
	
	靑石洞に住みつく。

← (義兄弟篇 2部 5章 3/299)
2年(1557年~1558年)の間、靑石洞派 四山把守 總察頭領 歴任

← (義兄弟篇 3部 8章3/170)

壬午(1522年)生まれ

← (義兄弟篇 3部 8章 5/284)

靑石洞派 四山 總察頭領
← (火賊篇 2部 3章 2/328)

	義兄弟篇 1
	1. 朴遺腹
	1

2
	21

22

32

37

40

42

63

71

72

82

85

87

89

91

92

94
	1555
	朴遺腹の姨母

朴遺腹の姨母夫

朴遺腹の

姨從妹

老人

노僉知

安進士

李參奉
町内友人2人
견마잡이4人

安進士下人

李參奉下人

山賊

신불출
신불출の母

신불출の息子

李

李の父母

노老人

노家の若者

고서방

金서방

작은쇠

강서방

고서방の妻

조서방

李서방

노僉知の四女

노僉知の妾

李서방
	* 1535年 死

* 1555年 死

* 遺腹の父を告発して死に至らしめた男。遺腹の仇。

死

← (義兄弟篇 1部 1章 3/112)
* 金德純の妻李氏の從兄弟
← (義兄弟篇 1部 1章2/54)
(注：견마잡이は手綱引きのこと）

* 靑石洞派 侍衛

← (火賊篇 1部 1章 1/10)
* 9歲

* 遺腹の姨母夫の昔のお隣さん
* 고서방の下人

* 노僉知の次女

* 쇠우물に住んでいる노僉知の長女の夫

* 두뭇개に住んでいる노僉知の三番目の娘の夫

* 30代

* 갈모루に住んでいる金持ちで、노僉知のために滅びる。

	
	
	3
4
	95

102

108

110

111
112
113
115

116
121

123

127
	
	吳서방

吳서방の姑母夫

吳서방の姑母

子供

노僉知の長男
노僉知の三男

노僉知の四男

노僉知の次男

노僉知の下女

노僉知の下人

노僉知の四男の妻

노僉知の飯炊き女

노僉知の長男の妻

노僉知の長男の息子兄弟
庾서방

康翎縣監

木こりの子

白川 使令
巫女

崔작은년

(작은복)

朴僉知
원무당

崔서방

崔서방の妻
	* 腕に障害のある人

* 遺腹の父を告発しなかった罪でソウルに引っ張られてむち打たれた農夫

死
* 노僉知の長男の下人

* 一座

← (3/113)
* 노僉知の長男の隣に住んでいる。
* 노僉知とともに住んでいる。

* 해주쌍거리に住み、病気で死んでいく。
* 노僉知の四女の面倒を見ている。
* 二座

(注：二座は村の役職の一つ)
* 산상골崔서방の長女
18歲

朴遺腹の妻になる。

← (4/129)
朴遺腹の弟작은복に変装。

← (4/150)
* 보방골に住んでいる。
息子が崔작은년の婚約者

(注：원무당は巫女の長)

	
	
	
	154

155

162
	
	吳哥

吳哥の妻

下女

吳哥の娘
	* 60余歲

← (火賊篇 1部 1章3/90)

桂陽山の手下の時代、年が20余りで名前が개도치

← (火賊篇 1部 1章3/90)

1560年、53歲

← (火賊篇 2部 3章 2/167)

靑石洞派 大將 代理 權限

← (火賊篇 2部 3章 2/328)
* 桂陽山魁首元氏の娘で韓百良の叔母。
← (火賊篇 1部 1章3/90)

死

← (火賊篇 2部 3章 2/160)
* 19､20歲

← (火賊篇 1部 1章1/11)

* 死

	
	2. 郭五柱
	1

2
	170

171
187

191

198

199

207
	1555
	郭五柱

말감고

商人
강
兩班
견마잡이

下人

禁盜軍官

郭五柱の母

郭五柱の父
郭一柱の妻

郭一柱

郭二柱

郭二柱の妻

郭三柱

郭四柱

강の父
	* 개래洞 정僉知の下人

← (1/183)
黃海道 康翎 향나뭇골 農家の五兄弟の末っ子
← (1/198)

1556年当時25歲

← (2/255)

靑石洞 鉄殻竿の盗賊になる。
← (2/313)

壬辰(1532年)生まれ

← (義兄弟篇 3部 8章 5/284)
靑石洞派 右軍の副頭領

← (火賊篇 2部 3章 2/328)

* 市場の穀物商

* 탈미골の盜賊

死
← (2/216)

(注：견마잡이は手綱引きのこと）
* 郭五柱が6歲の時、死

* 郭五柱が9歲の時、死

* 향나뭇골で畑仕事をする。
* 34歲

등산곶へ引越し、漁師になる。
← (1/199)

* 死

* 死

* 昔の탈미골賊黨の一人

一家が갈려울に住んでいる。
死
← (2/220)


	
	
	2
	209

218

220
221

226

227

229
232

233

234

237

238

247

249

253

296

303

304

309

310
	1556

1557
	강の妹の夫
강の母方の従弟たち
강の妻

강の姉
강の幼い召し使い
변兄弟の兄の妻
신뱃골댁

변兄弟の兄の子ら

신뱃골댁の母

신뱃골댁の弟
禁盜兵士

신뱃골댁の母の従姉妹の夫
老いた兩班
若主人

정僉知の一人息子

정僉知の妻

정僉知の妹

정僉知の嫁
정僉知

老人

おばさん

郭五柱の息子

돌쇠母

돌쇠

작은쇠

돌쇠の姉

おばさん

所任の妻

所任の子

所任
	* 변兄弟
* 강の母方の従弟の妻

* 변兄弟の弟の妻

27､8歲

← (2/224)
* 조
← (2/229)

* 禁盜兵士
* 平山邑內に住んでいる。

* 금교驛말の松房主人

(注：松房は開城[松京]の商人）

* 死

* 돌쇠の弟

* 15､6歲

	義兄弟篇 2
	3. 吉莫奉
	
	5

12

13

26

36

41
55
	1557
	孫兄弟の兄

孫兄弟の兄の妻

孫兄弟の兄の息子

孫兄弟の兄の娘

孫兄弟の弟
孫兄弟の弟の妻

孫兄弟の弟の娘

吉선奉

吉작은奉

吉三奉

吉莫奉

吉莫奉の父

商人

若い家主
商人
商人の妻

朴先達
	* 磁器売り

* 5歲

* 30余歲

← (19)

* 孫兄弟の兄の妻の長弟

* 孫兄弟の兄の妻の次弟

* 孫兄弟の兄の妻の三弟

行商人

← (19)

婢夫
← (3/190)
* 孫兄弟の兄の妻の四弟

21歲

塩売り

← (19)

靑石洞に住みつく。
← (義兄弟篇 2部 3章 109)

丁酉(1537年)生まれ

← (義兄弟篇 3部 8章 5/284)
靑石洞派 左軍の副頭領

← (火賊篇 2部 3章 2/328)
* 安城가사리に住んでいる鍛冶屋出身の金持ち

← (64)

死

← (義兄弟篇 3部 8章 5/258)

	
	
	
	57

60

64

65

66

75

77

85
86

99

101

102
	
	馬丁

船頭
정상갑

崔판돌

朴先達の妹夫

朴先達の妹

朴先達の弟

朴先達の弟の妻
朴귀련

木こりの子

金풍헌の長孫

郭능통
朴귀련の祖父

朴先達の息子3兄弟
作人夫婦
朴先達の妾

朴先達の妻
	* 바눌티に住んでいる惠陰嶺派盗賊
死

← (火賊篇 2部 3章 2/308)
* 호랭잇골に住んでいる惠陰嶺派盗賊
死

← (火賊篇 2部 3章 2/326)
* 松都 經歷

* 호반の妾

* 死

← (3/192)
* 朴先達の弟の娘
18,9歲

← (69)

* 17歲

* 귀련と結婚話が出ている。

* 놋박재盗賊の首魁
靑石洞派 侍衛

← (火賊篇 1部 1章 1/10)
* 死

← (義兄弟篇 3部 8章 5/258)


	
	4. 黃天王童
	
	115

123

126

129

140

141

147

153

183

184

187
	1557
	孫老人

吳氏

白氏

客主
酒幕の主人の妻
酒幕の主人
白氏の妻

白옥련

使令

官奴

未婚の男

팔밀이

韓戶長

朴刑房

李兵房

崔工房
首通引

郡守
	* 50歲前に死す。

* 将棋好き
吏房
娘のために婿選びをしている。

← (126)

50余歲

← (134)

* 美人で有名

22歲

← (142)

(注：팔밀이は結婚式の案内役)

	
	5. 裵돌석
	1

2
	188

189

190

194

204

208

217

222

223

224

226

227

228

229
230

231
	1557

1535

1548

1555

1556
	黃州邑內の人
お婆さん

黃州牧使

鳳山郡守

首校

驛卒

察訪

驛卒の息子

驛卒の婿
驛卒の娘

若い寡婦
裵돌석の父

裵돌석の父の後妻
裵돌석の 生母

裵돌석の前妻

衛將

投石꾼

投石꾼の父母

金家の夫人

(金都事の息子の妻)
금순

下人
金都事

金家の主人
(金都事の息子)
先生
金家の息子
	* 虎に襲われて死す。
← (1/189)

* ほぼ30歲

* お婆さんの嫁
25,6歲

裵돌석の妻になる。

← (1/219)

死

← (3/291)
* 金海南驛驛卒

* 48歲

← (2/219)

* 死

* 防禦使の親戚
* 40歲

← (2/235)

* 金家の下女

25歲

* 金家の飯炊き女の夫
* 死

* 35歲

← (2/234)
* 8、9歲

	
	
	3
	247

265

270

294
	1557
	一座

金가

金の妻

將校
	(注：一座は村の役職の一つ)
* 狩人
死

← (3/290)

	
	6. 李鳳學
	1

2

3
	302

303

305

314

318

320

328

330

333

335

337

339

344

345

351

354

355

363

367

372

376

393
	1555

1556

1557
	禮房裨將

高荊山

前 禮房裨將

秋月

通引

刑房裨將

閑良

계향

계랑
前 중군

首通引

李鳳學の娘

중군

靈巖郡守

康津縣監

加里浦첨사

右水使

全州府尹

使令

老人

下女

행랑살이 夫婦

都事

책방

濟州牧使

高氏

潘碩枰

徐起
	* 判書

全羅監司

* 禮房裨將の守廳妓生

(注：守廳妓生は夜伽をする妓生）

巫女の娘
死

(注：閑良は兩班の遊び人）

* 계랑の妹

20歲を越える。

* 前全羅監營行首妓生

(注：行首妓生は妓生の長）

* 1554年 死
(注：책방は側仕え)
* 高府尹の玄孫

* 使用人の息子に生まれて宰相の位まで登った人

* 林巨正の友達
← (火賊篇 1部 1章 1/23)

	
	
	
	397

406
	
	옥섬

軍器寺副正

直長
	* 鄭蘭貞の下女

* 옥섬の外叔

	義兄弟篇 3
	7. 徐霖
	1
	6

7

9

10
	1557
	沈鋼

李樑

(李公擧)

李戡

權信

高孟英

金百鈞

李翎

門客

徐霖

徐霖の妻

徐수남

徐복례
	* 府院君

* 王妃 沈氏の外叔

大司諫

  ← (火賊篇 2部 3章 1/126)
* 廣州衙前

京畿監營營吏

平壤庶尹の使い
收支局攝事

收支局給事

← (1/11)
收支局掌事

← (1/11)

刑房

← (1/25)
靑石洞派 入党

← (2/75)
靑石洞派 從事官

← (火賊篇 1部 1章 1/10)
靑石洞派 謀士

← (火賊篇 2部 3章 2/328)

* 徐霖の息子
1560年、15歲

← (火賊篇 3部 5章 2/175)

死
← (火賊篇 4部 6章 28/86)

* 徐霖の娘
1560年、11歲

← (火賊篇 3部 5章 2/175)

	
	
	1

2
	11

12

13
42

44

47

48
	
	玉芙蓉

禮房裨將

桃花
金良達
鎭西衛 勵直

客主の弟

客主

裵吏房
	* 平安監司の守廳妓生

(注：守廳妓生は夜伽をする妓生）
* 妓生
* 鎭西衛 勵猛

死

← (2/71)
* 鳳山吏房

	
	8. 結義
	1

2

3
	88

90

92

109

133

134

141

147

148

151

154

167
	1558
	崔서방の妻

崔서방
崔서방の母
崔서방の長男

崔서방の次男
崔서방の娘

楊州郡守

獄丁

李欽禮

都事

李億根

捕盜部將

捕盜兵士

신희복

李議政宅の下人

右兵校

坡州牧使

禁府都事

羅將

羅卒

許生員
	* 死

← (2/127)
* 死

← (2/127)
* 死

← (2/127)
* 8歲

死

← (2/127)

* 死

← (2/127)

* 死

← (2/127)

* 李참봉の伯氏

* 新溪縣令

鳳山郡守

← (火賊篇 3部 4章 2/114)
* 牌頭

死

* 黃海監司

* 兵馬水軍同僉節制使

* 医者

	
	
	3

4

5
	170

190

203

213

220

224
238

244
	
	金억석

金억석の妻

金억석の娘
金억석の息子
吉三奉の前妻

吉三奉の子供兄弟
吉三奉の後妻

人相見
安城郡守

韓온

捕校

신불출の友達
신불출の友達の妻

신불출の友達の子供
村人夫婦

若い僧

仏像彫師
	* 豊德兩班宅の婢夫

把守軍

牌頭

← (火賊篇 1部 1章1/38)
* 死

* 18､9歲

← (3/179)
吳哥の義理娘になる｡
← (3/187)

裵돌석の妻になる。
← (3/196)
* 死

* 天安兩班宅の下女

* 조
← (火賊篇 1部 1章 6/324)
* 南小門內組首魁の息子
韓百良の次男

← (火賊篇 1部 1章 3/83)
24､5歲

← (火賊篇 1部 1章 3/83)
靑石洞派 頭領
← (火賊篇 2部 3章 2/326)

靑石洞派 財産管理担当
← (火賊篇 2部 3章 2/328)
* 甁亥大師の前上佐

* 死

← (5/287)

	
	
	6
	249

259

262

275

288

289

291

292

294

306

308

326
	
	郭능통の母方の従兄弟

左兵房

右兵房

괴똥이네

순령수

金持ち兩班宅の未亡人

竹山縣監

竹山吏房

首刑吏

將校

竹山縣監の老母

竹山縣監の一人息子

許校理

어린년

鎭川 吏房の妾

鎭川 吏房の妻

鎭川 吏房の娘姉妹
	* 鎭川 吏房

* 死

← (5/266)
* 許贊成の孫

許承旨の息子

* 30余歲

死

← (6/326)

	火賊篇 1
	1. 靑石洞
	1

2

3
	19

20

41

47

49

50

52

61

62

63

68

71

83

94

103

106

116
	1558
	蔣孝範

朴
姜侶

廣福山の住民ら

韓僉知の部下
手下

盧밤

夫

妻

任判書宅の廊屬

任判書宅の廊屬の友達

盧밤の老母

盧밤の妻

朴連中の元妾

朴連中の新妾

草笠童
盗賊

草笠童の母
韓百良

韓潤

床奴

小月香

소흥

李夢麟の末の息子
	* 平山府使

* 鍛冶屋
* 금교察訪

* 死

* 禁盜兵士
← (2/62)

41歲

← (2/63)
* 死

* 死

* 韓致奉の息子

僉知

60余歲

死

← (火賊篇 2部 3章 2/201)
* 韓百良の長男

(注：床奴は小間使いのこと）

* 妓生

* 掌樂院の妓生

25歲

← (3/121)

	
	
	4
	127

129

130
145

153

154

157

159

162

165

182

184

192

193
	
	桑

李夢麟の長男
순이 할머니

朴生員

寡婦

朴氏

尹元衡の次知

次知の召し使い

李夢麟

巫女

床奴の父
床奴の母

醫女

元繼儉

元氏

李樑の驅從

李戡

上直老婆

兵士ら

金氏

飯炊き女

下女
	* 安邊出身

李夢麟の門客

あだ名が방구

← (3/117)

* 媒婆

60余歲

* 朴生員の妻

* 寡婦の娘

19歲

← (4/135)

* 死

← (4/143)
(注：次知は屋敷の使用人)
* 死

← (4/143)

* 右邊捕盜大將

* 尹元衡の家の担当巫女

(注：床奴は小間使いのこと）

* 刑曹判書

← (4/164)
* 元繼儉の娘

20歲

* 韓온の部下

* 大司憲

* 死

← (4/188)
(注：上直老婆は側仕えの老女)

* 紅門屋のおばさん

	
	
	5
6
	194

195

196

197

208
228

235

253
327

330

331

333

334

339

342

349
	
	婢夫

上直老婆
金氏の舅

金氏の息子

金氏の夫

金氏の姑
飯炊き女の夫

書士

秋月色

紅蓮花

黃天王童の息子
海産物屋の主人

海産物屋の若主人
子供

金산

金산の妻

吳서방

金

金の母
金억석の後妻
	(注：上直老婆は側仕えの老女)
* 金氏の養子

* 堤川 權氏

13歲

死

← (4/197)
* 死

* 妓生

* 妓生

* 海産物屋の主人の息子
死

← (火賊篇 3部 5章 1/115)
* 丙戌(1526年)生まれ、35歳
靑石洞派 頭領
← (6/354)
靑石洞派 米穀・布木出納担当
← (火賊篇 2部 3章 2/328)
1560年, 35歲

← (火賊篇 3部 5章 1/121)
* 死

← (6/340)

* 金산の隣の男

* 巫女

松都大王堂大巫女の姪
長湍官家の世襲巫女の母方の従姉妹

	火賊篇 2
	2. 松岳山
	
	18

31

39

53

60
	1560
	金천만

尙宮

武藝別監

若者

都事の息子
	* 松都都事の息子

	
	3. 巣窟
	1

2
	108

110

118

126

140

150

168

169
170

175

180

186

191
214

219
	1560
	下處房の主人

首校

朴應川

張可順

李翎

尹之淑

沈通源

洪繼寬

魚宣傳

船頭

愼希復

李鐸

柳智善
平山吏房

狩人2人

金堧

朴元宗

(平城府院君)

張彦良

(張判尹丈)

張弼武

金世澣

申翌

柳전
下女

おばさん

老人

朴先達
	(注：下處房は宿)

* 下處房の主人の従兄
* 鳳山郡守

* 李樑の腹心
* 鳳山郡守

* 右議政

* 盲人の四柱家
* 元黃海監司
* 全黃海監司

* 黃海監司
* 江陰吏房・兎山座首・長端戶長とともに靑石洞派に協力する官吏

← (火賊篇 1部 1章 1/18)

* 瑞興府使
67歳

* 梁山郡守

* 兵使

江原道 巡警使

← (火賊篇 4部 6章 2/8)
* 僉事

宣傳官

← (火賊篇 2部 3章 2/192)
* 兵曹判書

* 소흥のお隣さん

	
	
	
	225

227
265

268

271

272

274

277

279

297

301

311

313
	
	捕校

日雇い労働者

金舜皐

執杖使令

獄丁
都事

知義禁

同義禁

判義禁

老人
主掌僧

崔
명녹

金座首
	* 酒屋の女主人の甥
* 左邊捕盜大將
* 興天寺の主掌僧

* 崔까불

	火賊篇 3
	4. 笛
	1

2
	12

13

14

15

17

21

33

34

35

39

63
70
	1560
	정生員

(정치명)

한生員

신進士

車軾

(車敬叔)

馬羲慶

(馬중적)

閔純

車殷輅

車天輅

酒幕の主人

都希齡

端川令

(億舜)

(周卿)

億載

兪絳

(兪箕伯)

楚香

攝事

순이

楚香の母
泰川縣監

雲山郡守

寧邊府使

行首妓生
典事
	* 봉산선비

死

← (27)
* 평산선비

あだ名が平山御史

* 평산선비

* 車軾の長男
死
* 車軾の次男
5歲

* 탑고개酒幕の主人

* 太宗別子益寧君のひ孫
秀泉副正の孫
* 咸川副守

端川令の嫡兄
(注：嫡兄は嫡出の兄)

* 平安監司

* 寧邊の妓生

丁香の女のひ孫

(注：行首妓生は妓生の長）

	
	
	
	106

112

114
	
	갑돌の妻
權轍

金德龍
	* 兵曹判書
* 黃海監司

	
	5. 平山戰
	1

2
	120

123

125

128

134

144

147

168
180

186

191
193
216
	1560
	李春同

李春同の母

李春同の妻

李春同の娘

崔生員

李春同の前妻
朴連中の三人目の妾
암맹꽁

朴連中の長女
李春同の義弟

徐霖の外姑
金치선

崔서방

(崔선칠)

권개미치

손同知
金치선の妾

朴서방

변인실
鄭受益

延千齡
	* 38歲

金산の伯母の実家の甥、雲達山組の副頭領

← (1/128)
靑石洞派 頭領
← (3/307)

* 還暦
* 死

* 韓온の乳母の長男

十数年前、死す。
* 17歲

* 通引

* 領府事の屋敷の都次知

(注：都次知は執事、次知＝使用人の長）

* 변大工の息子
* 宣傳官

* 忠佐前衛部將

軍器寺副奉事

← (3/281)
死

← (3/285)

	
	
	3
	238

241

244

283

290

291

298

301
	
	李義植
温泉宿の子
下處房の主人

金서방

백손の伯父
朴連中の息子
땅딸보

상투쟁이

主人

主人の妻

朴서방

一座

三座

所任
	* 虎賁右衛部將

(注：下處房は宿)
* 15歲

* 死

← (3/284)

(注：땅딸보はずんぐりむっくり)

* 主人の弟
(注：상투쟁이はまげのある人)
(注：一座は村の役職の一つ)
(注：三座は村の役職の一つ)

	火賊篇 4
	6. 慈母山城(上)
	2

6

12

13

14

15

17

18

19

20

22

28

29

33

39

42

43
	8

21

38

39

39

42

47

53

56

59

62

69

84

87

100

118

124

127
	1560
	李思曾

金치선の義弟

덕신

문성

客主

강만손
강만손の父
강만손の母

강만손の妻

강놈

강이뿐

호성

호불

녹쇠

덕신이 어른

朴次知

솔봉

큰쇠

순이

徐霖の義弟夫婦

朴遺腹の娘

禮房裨將

초운

金전돌

林巨正の娘

도평尊位

三座
	* 黃海道 巡警使

* 韓온の昔の使用人
* 韓온の昔の使用人
* 韓온の昔の使用人
南部使令

* 강만손の息子

* 강만손の娘

(注：次知は屋敷の使用人)
* 16歲

순이の弟
左邊捕盜大將宅の床奴

(注：床奴は小間使いのこと）
* 4歲

* 金德龍の庶族

* 妓生

* 載寧將校

초운の兄
(注：三座は村の役職の一つ)

	
	慈母山城(下)
	1
	131

132
	
	흥록

천
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